
P.3 廣瀬マネージャーのSociety5.0の世界 Vol.4

P.1 「津山支縁プロジェクト」で事業者支援開始

P.4 つやま産業塾第２４期生募集開始

2020年

５月 つやまビジネス通信はつやま産業支援センターがお届けする情報誌です。

P.2 新型コロナウイルスに関する津山市の経済施策
P.2 5月末締め切りの補助金メニューについて

つやま産業支援センターでは、新型コロナウイルス感染症の影響で売上が
減少している津山市内の事業者の支援を行うため 「津山支縁プロジェクト」
を立ち上げました。

まず第一弾として飲食店などから持ち帰りや宅配サービスの情報を募集し、
紹介しています。また、利用者が購入したお弁当などを「＃エール飯」の
ハッシュタグを使い、SNSで発信して応援する取り組みも進めています。
また、この度第二弾として「みんなで買おう！津山の商品・産品」及び

「津山の新型コロナ感染症対策商品」のサイトを開設しました。

本サイトを通じて支え合い、助け合いの思いを共有し、連帯意識、地元愛
を育てることにつなげていきたいと考えています。
ご活用くださいますよう、何卒よろしくお願いいたします。

支



（※）新型コロナウイルス感染症の影響により売上が前年同月比で15％以上減少している中小企業の場合
補助率1/2、2/3➡一律3/4（補助上限が上がります）。詳しくはHPをご確認下さい。

NEW

お問い合わせ先 つやま産業支援センター ℡２４－０７４０

補助金名 概 要
補助率
(※）

補助上限額(※）

⑧
新製品・新技術

開発サポート補助金

革新的な新製品、新技術、自動化技術、付加価
値製品などの開発費用
（特に自社技術を用いた新事業展開、地域資源
を用いた付加価値製品の開発、地域内企業の連
携による革新的技術の開発等を優先）

2/3以内 150万円

⑨
サテライトオフィス

設置・創業等
サポート補助金

市外の中小事業者、ＵＩJターン創業希望者、市
内の創業希望者（第２創業含む）が、３年以上
の事業計画を有し、市内の空き店舗等を利用し
て新たに事務所を開設する際に係る費用
【対象事業】
新規性・独創性・優位性のある事業
（地域ニーズに即したものは加点）

1/2以内

事務機等：50万円
(30万円）

改修 費：300万円
（ 150万円）

※正社員2名以内の場合
カッコ内の金額

今月締め切りの補助金メニューのご案内

補助金対象者 津山市内に本社または主たる事業所若しくは工場を有する者

小規模事業者緊急支援金
新型コロナウイルス感染症による影響を受ける市内の小規模事業者に対して事業の継続の
ための支援金を支給するもの。

○支援金の額
・一律20万円（支給は１回のみ）

○対象者
以下の要件を備える小規模事業者
・津山市内に店舗等の事業所（賃貸を含む）を有し、市内で主たる事業を営む者
・2020年2月～４月までの間のひと月の売上が、直近の確定申告書に記載の年間売上高を

12で割った金額と比較して20％以上減少している者
・法人の場合：令和２年１月１日時点で市内に本社を有する者
・個人事業主の場合：令和2年1月1日時点で市内に住民登録があり、主たる収入が営業等事

業収入である者（営業等事業収入が他の収入の合計を下回る方は対象
外となります）

○申請受付期間 2020年5月20日（水）から6月30日（火）１７時まで
○申請方法 原則郵送（新型コロナウイルス感染拡大防止のため）
○郵送先 〒708-8501 津山市山北520 津山市役所東庁舎2階

津山市 産業文化部 商業・交通政策課
○問い合わせ先 ℡0868-32-2081
※上記内容は概要のため、詳細はお問い合わせください。

新型コロナウイルスに関する津山市の経済施策



廣瀬マネージャーの優しく語ろうSociety5.0の世界 Vol.4
「新型コロナウイルス感染症がSociety5.0に与える影響」

新型コロナウイルス感染症に対する緊急事態宣言が発令され、更に一か月延長されることが決まりま

したが、事業者の皆様は感染症対策と事業経営の板挟みで、大変苦慮されていることと思います。ここ

まで新型コロナウイルス感染症の打撃が大きく、かつ長引いてきますと、各方面への影響は計り知れず、

今後の産業の『かたち』も大きく様変わりすることは間違いないと考えられます。今月度のコラムでは、

新型コロナウイルス感染症がSociety5.0の世界に与える影響を考え、起こり得る消費の変化と新たな

産業の方向性について触れてみたいと思います。

先ず、産業別の新型コロナウイルス感染症の影響度合いを大きさ（売上）と時間の二つの軸で分けた

図1をご覧ください。津山においても、影響の出方こそ異なりますが、経営状況や生活感覚と一致して

いると思われます。この状況を踏まえ、センターとしても影響が早く出ている業種に対して、効果的な

支援をタイムリーに行いたいと考えます。その一環として、飲食業においてデリバリーやテイクアウト

を始められた店舗情報を発信する『津山支縁Webサイト』を4月30日に開設しました。今後は、飲食

以外の地域産の各種商品も、出来る限り早く掲載して行く予定です。

次に、新型コロナウイルス感染症が産業や

Society5.0に与える影響を、アフターコロナの

世界で予測してみます。現在、最も大きくまた

身近な変化としては『Stay Home』だと思い

ますが、これが消費者のライフスタイルを変化

させる切っ掛けとなると考えられます。一度、

変化したライフスタイルは、そう簡単には戻ら

ないでしょう。それではどう変わるのか？

『衣』『食』『住』『職（仕事や産業）』の

観点から見たこれまでのトレンドとアフター

コロナで起こり得る変化（仮説）およびそれを

引き起こすキーファクターを図2に示します。

以上のように、新型コロナウイルス感染症は消費者のトレンドを変え、新たなライフスタイルを生み
出し、更には産業の構造までも変えてしまう大きな力を持っているといえます。翻って、多くの事業者

の方々は、好むと好まざるとに関わらずこのアフターコロナによる変化への対応を迫られることになる

でしょう。当センターにおいても、新型コロナウイルス感染症の影響により売り上げが前年同月比で

15％以上減少している事業者の皆様に対して、サポート補助制度の優遇を図ると共に、ECサイト等の

作成補助を新設し、意欲のある地域企業や事業者の皆様をご支援して参りたいと思います。今月は以上

ですが、次回は新型コロナウイルス感染症を乗り越え、地域課題を解決するスマート事業を紹介します。

注）上記掲載の図は、『山田コンサルティンググループ株式会社』の資料を参考に、津山市の視点で改訂したものです。

『衣』はインバウンドやファストファッション

が支えていた消費が『巣籠りライフスタイル』

によりカジュアル化が進み、EC化が加速し、

『食』は中食が台頭し、外食は横ばいの中、

『ネットライフ』により内食、中食（デリバ

リー、テイクアウト）が伸長、『住』では東京

一極集中による職住接近から『リモートワー

ク』が進み、郊外や地方都市が見直されI･J･U

ターンが加速し、『職（産業）』は海外への生

産移転が『反グローバル』により国内回帰し、

働き方改革は個人の成果主義（ジョブ契約）が

進展するでしょう。



発行元 つやま産業支援センター事務局（津山市産業文化部みらい産業課） TEL:0868-24-0740 E-mail：info@tsuyama-biz.jp

5~12月の第２木曜日
10:00～16:00

お問い合わせ先
岡山県よろず支援拠点
℡ 086-286-9667

津山商工会議所 作州津山商工会

毎週月・火曜日
13:00～20:00

お問い合わせ先
岡山県商工会連合会 広域ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ
℡ 086-238-5666

お問い合わせ先
岡山県知財総合支援窓口
℡ 086-286-9711

毎月第３水曜日 10:00～15:00

つやま産業支援センター

※今年度から月1回の実施

よろず
商工会

経営相談会

テレワーク・WEB会議・ICT導入サポート窓口開設
テレワークやWEB会議、業務用ソフトウェア等のICT導入について専門家による
無料相談窓口を5/20（水）より開設します。

設置日時：毎週水・金 ※1時間/回、要予約
対象者 ：市内に事業所を置く法人、個人事業主
予約先 ：つやま産業支援センター ☎0868-24-0740

【休講のお知らせ】
津山まちなかカレッジでは、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

多人数で受講する講座につきましては、6月30日（火）まで休講といたします。
・お仕事応援テラス/価値観チェック・キャリア相談（WEB面談）・PC個別講座

につきましては、教室、備品の消毒やマスク着用、個別対応（完全予約制）にて
実施しておりますので、希望日時をご連絡ください。

※ 予約先 津山まちなかカレッジ事務局 ℡:0868-31-2232
E-mail:info@machikare.jp

つやま産業塾「経営能力開発講座」

第24期生募集！

お問い合わせ先

津山市人づくり事業運営委員会事務局（みらい産業課内）

【ＴＥＬ】 24-0740 【ＦＡＸ】 24-0881

つやま産業塾「経営能力開発講座」では経営者、
経営幹部、管理者を対象に７月末～１月の期間で
全８回の連続講座により経営基礎スキルの習得を
目指します。


